
薬師保育園の近くに、西郷家の
墓があります。もとは南林寺墓
地（現在の松原町から南林寺町の
一帯にあった墓地）にありました
が、1912年～1926年の本市の都市
計画によって今の場所に移され
たものです。ここには、西郷隆盛の父母をはじめ、祖先の墓が
23基並んでいます。

また、1868年の戊辰戦争で戦死した隆盛の弟
の吉二郎や、隆盛と愛加那の間に生まれ、隆盛
と共に西南戦争を戦いながらも、その後明治政
府に入り、京都市長などを務めた菊次郎もここ
に眠っています。

私
た
ち
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
31
人
で

「
仲
間
づ
く
り
、自
分
づ
く
り
、感
謝
の
心
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
週
３
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
協
力
し
合

い
、
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。
大
変
な
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
声
を
掛
け
合
い
、
気
持
ち
の
良
い

雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

い
つ
も
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
コ
ー
チ
や
、

練
習
に
付
き
添
い
、
と
き
に
け
が
の
手
当
て
を
し
て

く
れ
る
親
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、み
ん
な
で
一
生
懸
命
練
習
し
、一
つ
で

も
多
く
試
合
で
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

学
芸
員
オ
ス
ス
メ
！

市
立
美
術
館
の
逸
品

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
頑
張
る
小
学
生
を
紹
介
！

〜
声
を
掛
け
合
い
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
練
習
〜

元
気
あ
ふ
れ
る
さ
つ
ま
っ
子

市立美術館
稲葉 学芸員

宮
川
ア
ロ
ー
ズ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

左：川
かわうち
内 蒼

あお
生
い
君　　

右：小
こ
山
やま
田
だ
 莉
り
緒
お
さん

（宮川小６年）

真珠の輝きに例え
られた色遣いが魅
力的です

〜
夢
と
現
実
の
間
に
生
き
た
画
家
〜

　
ブ
ル
ガ
リ
ア
出
身
の
パ
ス
キ
ン
は
、
１
９

０
５
年
、
20
歳
の
と
き
パ
リ
へ
出
て
、
画
家

の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
当
時
パ
リ
で

は
、
ピ
カ
ソ
、
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
、
藤
田
嗣つ
ぐ

治は
る

な
ど
多
く
の
芸
術
家
が
切
磋
琢
磨
し
て
い

ま
し
た
。
パ
ス
キ
ン
は
パ
リ
派
と
称
さ
れ
る

彼
ら
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
ま
す
が
、
や
が

て
毎
晩
の
よ
う
に
宴
を
繰
り
広
げ
、
荒す
さ

ん
だ

生
活
を
送
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
作
を
描

い
た
わ
ず
か
２
年
後
、
画
家
と
し
て
絶
頂
期

に
あ
り
な
が
ら
、
病
や
恋
に
苦
し
み
、
45
年

の
生
涯
に
自
ら
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
激
動
の
人
生
の
中
で
、
彼
は
一
貫
し
て
女

性
の
姿
を
官
能
的
に
、
そ
し
て
温
か
な
ま
な

ざ
し
で
捉
え
た
作
品
を
描
き
ま
し
た
。
モ
デ

ル
と
家
族
の
よ
う
に
接
し
、
く
つ
ろ
い
だ
表

情
や
ポ
ー
ズ
を
引
き
出
し
た
と
い
い
ま
す
。

【
市
立
美
術
館
☎
224
・
３
４
０
０
】

「西郷どん」ゆかりの地⑧
西郷家の墓

西
せ
郷
ご
どん 大河ドラマ館　来年１月13日オープン！

お得な入場券前売り販売中（来年１月12日まで）

？

のまち
知ってる わがまち
維新

参考文献　鹿児島市史跡めぐりガイドブック（五訂版）

◀明治維新150年“維新のふるさと鹿児島市”ホームページも
　ご覧ください

こ
の
作
品
は
冬
の
所
蔵
品
展
で
１
月
21
日
ま
で

展
示
し
ま
す
。

絵
具
を
ぼ
か
す
薄
塗
り
の
繊
細
な
画
風
と
相

ま
っ
て
、
作
品
に
は
独
特
の
柔
ら
か
な
雰
囲

気
が
漂
い
ま
す
。
同
時
に
、
卓
越
し
た
デ
ッ

サ
ン
力
に
支
え
ら
れ
た
下
描
き
の
線
を
あ
え

て
残
す
こ
と
で
、
対
象
の
確
か
な
存
在
感
が

画
面
に
留
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

11月２日（木）にサンエールかごしまで開催したトーク
ショーで、林真理子さんへの取材会が行われました。

原作『西郷どん!』執筆の思いを
聞かれた林さん、「とにかくつら
かった。自分には荷が重すぎたので
はないか」と、自問自答した胸の内
を明かしました。一方で、「（西郷隆
盛という人物が）一から分かるよう
に工夫した」と言い、女性目線で描
いた本作は、大変わかりやすいとの
声があったことも語りました。

林さんは、取材で何度も鹿児島を訪れ、多くの地元の
人と関わったとのこと。その中で、明治維新からまもな
く150年となる今も変わらない鹿児島の誇りの高さを感
じたのだそう。特に若い人たちの身なり、振る舞いを見
ていると、当時の郷中教育をほうふつさせるような印象
を持ったとも語りました。
著作が大河ドラマの原作に決定してから、改めて鹿児
島を訪れてみると、一層の盛り上がりを感じたそうで
す。「せごどん」という呼び名が浸透してきていること
にも喜びの表情を見せてくださいました。
来年１月７日から放送が始まる大河ドラマ『西郷ど
ん』。ぜひ、原作と合わせて楽しんでみてはいかがで
しょうか。

○38
パ
ス
キ
ン『
ソ
フ
ァ
に
座
る
マ
ル
セ
ル
』

大河ドラマ『西郷どん』原作者 林 真理子 さん

　『西郷どん!』執筆の思いを語る

【明治維新150年・西
せ ご

郷どん推進室☎803-8671】

西郷家の墓
●

本薫寺
薬師
保育園

西田小学校

鹿児島西
警察署かけこし

バス停
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